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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月18日(2014.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源からの光で被照射面を照明する照明光学系であって、
　前記光源からの光に位相差を与えて、互いに直交する直線偏光成分同士に位相差がつけ
られた光を射出する第１光学系と、
　前記第１光学系からの光を前記被照射面に照射する第２光学系とを備え、
　前記第１光学系からの光は、前記第２光学系に起因する位相差を低減させる位相差を有
することを特徴とする照明光学系。
【請求項２】
前記第１光学系は、波長板を備えることを特徴とする請求項１に記載の照明光学系。
【請求項３】
前記第１光学系の前記波長板は、照明光路を横切る面に配置され、
　前記第２光学系に照射される光は、前記波長板を通過することを特徴とする請求項２に
記載の照明光学系。
【請求項４】
前記照明光学系の照明瞳に分布される光を所定の偏光状態にするために、入射光の偏光状
態を変える偏光部材を備え、
　前記第１光学系は、前記偏光部材と前記被照射面との間の光路に配置されることを特徴
とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の照明光学系。
【請求項５】
所定のパターンを照明するための請求項１乃至４のいずれか１項に記載の照明光学系を備
え、前記所定のパターンからの光で感光性基板を露光することを特徴とする露光装置。
【請求項６】
前記所定のパターンを介した光を前記感光性基板上に投影する投影光学系を備えているこ
とを特徴とする請求項５に記載の露光装置。
【請求項７】
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前記第１光学系は、前記投影光学系によるリターデーションの影響を低減することを特徴
とする請求項６に記載の露光装置。
【請求項８】
請求項５乃至７のいずれか１項に記載の露光装置を用いて、前記所定のパターンを前記感
光性基板に露光することと、
　前記所定のパターンが転写された前記感光性基板を現像し、前記所定のパターンに対応
する形状のマスク層を前記感光性基板の表面に形成することと、
　前記マスク層を介して前記感光性基板の表面を加工することと、を含むことを特徴とす
るデバイス製造方法。
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